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３　条例の施行日

交通政策課

議案第81号　福島市個人番号カードの利用に関する条例制定の件

１　制定の趣旨

２　条例の内容

議案書
P.20、21

シルバーパスポート事業の対象公共交通機関にタクシーを加えるにあたり、マイナンバーカードを活用するため、行政

手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号。以下「法」という。）

第１８条の規定に基づき、条例を制定するもの。

（１）利用事務（第２条）

タクシー利用にマイナンバーカードを活用するには、法に基づき条例が必要です。

そのため、高齢者の公共交通利用助成に関する事務を、マイナンバーカードを利用する事務として定めます。

（２）利用手続（第３条）

①マイナンバーカードを利用してサービスを利用される方は、利用申請を行います。

②マイナンバーカードにサービスの提供に必要な情報を記録します。

※マイナンバーカードの活用内容

マイナンバーカードＩＣチップ内の空き領域の

カードアプリケーション搭載システムを活用し、

デジタルのタクシー利用券などの必要な情報を

書き込むもの。

公布の日から起算して３月を超えない範囲内において規則で定める日から施行する。

（総務省自治行政局資料より抜粋）

※カードへの登録は１度限り

カードAP

カードAP
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開発建築指導課

議案第８３号 福島市手数料条例の一部を改正する条例制定の件 議 案 書
Ｐ．26～30

１ 改正の趣旨・背景

令和３年７月に静岡県熱海市で発生した土石流災害を受け、危険な盛土等を全国一律の基準で包括的に規制するため、「宅地造成等規制

法（以下「旧法」という。）」を改称、改正し、「宅地造成及び特定盛土等規制法（通称：盛土規制法）」として、令和５年５月２６日に施行された。

令和５年度に県と共同で規制区域指定の調査を行った結果、規制区域が旧法に基づく４地区約１２㎢から、市内全域約７６８㎢に拡大する

こととなり、５月１６日よりパブリックコメントを実施している。

令和６年９月１日に盛土規制法に基づく規制を開始することに伴い、法改正による審査項目の追加など１件あたりの業務量の増加を鑑み、

審査手数料等の見直しを行うものである。

なお、規制開始にあたり、前記の１件あたりの業務量のほか、規制区域及び対象範囲の拡大による申請件数の増や指導パトロールなど、

許可事務に対する業務量の増加も見込まれる。

２ 改正の内容

①従来と比較し、審査事項の増、定期報告及び中間検査への対応等の業務増により１件あたりの事務処理時間が増加することに伴う、許可

申請手数料の見直し

● 国が示した平均処理時間数及び算定方法による額に見直し（造成面積に応じ、500㎡未満から１０万㎡超まで１１に区分し規定）

※改正前の手数料と比較し、各区分において２～６割の増

（例）切土又は盛土の面積５００㎡以内の許可申請手数料

（改正前）12,000円 ⇒ （改正後）16,000円（約３割増）

②建築確認等における敷地造成に対する盛土規制法の適合証明（省令第８８条証明）手数料の新規規定

●１件につき470円

（同様の証明である都市計画法施行規則第60条（第１項）の証明手数料に準拠）

３ 条例の施行日

令和６年９月１日（盛土規制法による規制開始日（規制区域指定の日））

４ 条例制定後のスケジュール

令和６年７月～ 規制区域告示及び許可基準等確定の作業

８月～ 規制区域及び許可基準等の周知期間

９月１日 規制開始（区域指定告示）、改正手数料条例施行
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開発建築指導課

規制区域のイメージ

農地

宅地造成等工事規制区域

市街地や集落、その周辺など盛土

等が行われれば、人家等に危害を

及ぼしうるエリアを指定

特定盛土等規制区域

市街地や集落などから離れている

ものの、地形等の条件から盛土等

が行われれば、人家等に危害を及

ぼしうるエリアを指定

森林

宅地

〇一定規模を超える盛土等を行う場合、許可等の手続きが必要。

法面の保護、排水施設の設置など技術的（安全）基準等への適合が許可の条件。

〇過去に行われた盛土等も含め、土地所有者等が常に安全な状態に維持すること

が必要。

規制区域内では

◎許可が必要となる盛土等の規模

※ ⑤及び⑦については、盛土等の高さが５０cmを超える部分の面積を対象とする予定です。
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住宅政策課

議案書 P.７

予算説明書 P.１０
(市営住宅)ストック総合改善事業

１．事業目的

令和6年度の社会資本整備総合交付金（防災・安全）分について、国土交通省より当初予算計上額を上回る内示があったことから、
計画を前倒しして市営住宅の施設改修（外壁改修）を進めるもの。

２．事業内容

①施工箇所：曲松団地１～３号棟（御山字山田地内）
②施工内容：外壁のクラック補修及び塗装
③補 正 額：１２０,０００千円

３．事業費内訳（令和６年度予算）

（箇所図、現況写真）

曲松団地の概要

建設年度 昭和６２･６３年（築３６･３７年経過）

棟数 ３棟

戸数 ５６戸

◆ストック総合改善事業費 （単位：千円）

起債 一般財源

63,400 83

起債 一般財源 国

208,800 93,960 114,700 140 328,800 150,477 178,100 223 120,000 56,517

現計 実施 補正

事業費

財源内訳

事業費
一般財源

財源内訳

国 起債
事業費

財源内訳

国

議案第７６号 令和６年度福島市一般会計補正予算（第１号）中、都市政策部所管分
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